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２０１４年（平成２６年）

１１月その２ Vol.１７７
大阪府議会議員 活動報告書

大 阪 府 議 会 議 員

都市整備・住宅まちつくり

常 任 委 員 会

府議会 大阪維新の会 幹事

この報告書は、大阪府政について「みなさまと情報を共有
し、ご意見・ご要望を頂戴し、府議会にて政策・施策へ反映
する」目的で配布しています。みなさまと、ともに考え得る
よう「情報の透明度」を増していく所存です。

第１弾・泉南は１０月１９日に、第２弾・田尻は１１月３
日に終了。第３弾・ファイナルを岬・阪南で１１月２４日に
開催します（裏面参照）。お時間等、都合がつけば、どちら
かの会場にご参加を頂ければ幸いです。

ホームページ：http://www.tdoi.net/
２０００年１２月から、手作りのホームページで情報共有

を図るようにしています。改修中ですが、すべてを掲載して
いますので、ご覧下さい。

http://www.tdoi.net/

『大阪都構想』の議案のみならず、
『二重行政解消』の議案まで

否 決
絶対に、間違っている！

１０月号の駅頭配布『実績』
駅頭配布は、毎月朝６時～８時！
１０月７日（火）孝子駅
８日（水）樽井駅
９日（木）和泉砂川駅

１０日（金）尾崎駅
１４日（火）和泉鳥取駅
１５日（水）山中渓駅
１６日（木）新家駅
１７日（金）岡田浦駅
２０日（月）多奈川駅
２１日（火）深日港駅
２２日（水）深日町駅

２４日（金）吉見ノ里駅
２９日（水）鳥取ノ荘駅
３０日（木）箱作駅
３１日（金）淡輪駅
１１月４日（火）みさき公園駅
※結局、ほぼ毎日。雨天や議会日
程により、予定を変更しました。

新聞折込について
当面は、都構想説明の街頭ﾀｳﾝﾐｰﾃｨ
ﾝｸﾞに応じ、新聞折込をします。通
常は、３か月に１度程度、新聞折
込を予定しています。

『大阪都構想』 橋下とおる・街頭タウンミーティング
２０１４ 秋

府議109名を88名へ削減！ 結果、「田尻町・泉南市・阪南市・岬町」の選挙区で、府議１名に。

大 阪 府 政 報 告 書

１０月２７日（月）に、『大阪都構
想』の議案が否決されました。

そのときに、二重行政を解消する議
案、『港湾一元化』と中小企業の技術
サポートを行う『産技研と市工研の新
設統合』の７議案も、府議会で否決。

維新の『討論』などは、私のホームページをご覧下さい。

『大阪都構想』には、「二重行政の解消」と「大阪の成長」
を担う機能を付与しています。

また、税金の無駄使い・『二重行政の解消』は、出来るも
のからやっていこうということで、府市統合本部で深く議論
され議案となっています。

両議案とも否決されれば、税金の無駄使い・『二重行政の
解消』は行わないということです。過去から府議会では、当
然に二重行政の解消を行うべきだと、どの会派も主張。

「現状維持」では、衰退していく大阪を止められないから
こそ、「変革と挑戦」そして「既得権益の打破」で、様々な
取り組みを進めてきました。

衰退していく『現状維持』を肯定し、
『代替案』もなく、全否定をするのは、

絶対に、間違っている！

「１１月号・その１」は、１０月３１日（金）に、新聞折

込をしました。内容は、「大阪維新の会」の取組状況です。

「大阪都構想」と「二重行政の解消」との関係
現在、政令市にある大阪府と同等の広域機能と権限を『都』

に移管するので、府と政令市で同じ事務・事業を行うことは
なくなり、二重行政は起こり得なくなります。そして、各区
は、区長公選となり、より民主主義が拡大されます。
「大阪都構想」と「大阪の成長」との関係
広域の機能と権限を強化した『都』を使って、「大阪の成

長」を担わせます。もうすでにある「大阪の成長戦略」に基
づき、本来の大都市としての使命（アジア成長都市との都市
間競争）を果たさせます。目的は、所得と雇用の増大です。

政局に終始し、政策論争なし。代替案なし。本当に不幸な
のは、８８０万大阪府民であり、次の大阪を担う世代です。
衰退していくことが明らかとなった「現状維持」の大阪を、

自分の子どもに、孫に、引き継げますか？
全力を傾けて取組んだ結果の大阪を、次の世代に引き継ぐ

のが、現世代である我々の使命であると考えます。


